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四
月
の
全
体
例
会
は
二
十
八
日

の
夜
、
一
部
（
総
会
）
、
二
部
の
構

成
で
開
催
さ
れ
る
。 

 

今
回
は
異
色
の
ゲ
ス
ト
谷
村
新

司
氏
を
招
聘
し
「
宇
宙
・
文
明
・
人
」

を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
も
ら
う
。
谷
村

氏
は
、
「
昴
」
や
「
い
い
日
旅
立
ち
」

の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
著
名
だ
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
の

語
り
が
大
変
魅
力
的
な
事
で
も
知

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
く
つ
か
の

エ
ッ
セ
イ
に
も
な
り
、
今
回
は
小
説

「
昴
」
に
も
な
っ
た
。
そ
こ
に
流
れ

る
宇
宙
的
な
思
想
と
人
間
を
愛
す

る
コ
コ
ロ
は
一
貫
し
て
お
り
、
当
会

の
模
索
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
思
想
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

の
「
天
地
人
」
に
も
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。 

 

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
ま
た
谷
村

世
代
の
還
暦
前
後
の
み
な
さ
ん
に

多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。 

新
年
例
会
は 

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
テ
ー
マ
で
盛
会
！  

 

本
年
の
新
年
懇
親
例
会
は
、
一
月

十
六
日
（
金
）
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
十
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス

カ
で
、
百
三
十
名
が
参
集
し
て
行
わ

れ
た
。 

 

本
会
の
新
年
例
会
は
毎
年
、
岩
倉

使
節
団
が
訪
れ
た
国
々
を
巡
回
す

る
形
で
行
な
っ
て
お
り
、
本
年
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。 

 

当
日
は
駐
日
ノ
レ
ー
ン
大
使
ご

夫
妻
、
元
駐
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
藤

井
威
氏
、
大
塚
清
一
郎
氏
も
迎
え
、

音
楽
や
料
理
、
隠
し
芸
の
披
露
な
ど

多
彩
な
趣
向
に
よ
っ
て
、
大
盛
会
の

う
ち
に
終
わ
っ
た
。 

 
 
 

 
 

（
詳
細
は
二
・
三
頁
）  

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「世
界
の
中
の

日
本
の
役
割
を
考
え
る
」
の
記
録
、

出
版
！ 

 

本
会
の
創
立
十
周
年
を
記
念
し

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
〇

六
年
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
三
日

間
、
内
外
か
ら
多
彩
な
講
師
を
招
い

て
、
国
際
文
化
会
館
と
学
術
総
合
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。 

 

そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
が

よ
う
や
く
三
月
末
、
「
世
界
の
中
の

日
本
の
役
割
を
考
え
る
―
岩
倉
使

節
団
を
出
発
点
と
し
て
」
の
表
題

で
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か
ら
上

梓
さ
れ
た
。
価
格
は
二
千
八
百
円

(

税
別
）
、
会
員
は
二
割
引
で
購
入
で

き
る
。 

 
 

 

（
詳
細
は
三
頁
） 

創
立
十
三
年
を
迎
え
、
深
化
し
、
拡

大
す
る
部
会
活
動 

 

創
立
以
来
、
百
二
十
回
を
数
え
る

実
記
を
読
む
会
を
始
め
と
す
る
各

部
会
活
動
の
積
み
重
ね
は
、
当
会
企

画
あ
る
い
は
編
集
の
出
版
物
の
実

現
を
側
面
か
ら
支
え
て
き
た
。 

 
現
在
は
、
実
記
を
読
む
会
の
番
外

編
「
高
田
ゼ
ミ
」
を
は
じ
め
、
会
員

に
よ
る
質
の
高
い
資
料
や
論
稿
が

発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
個
別

テ
ー
マ
が
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
近
現
代
に
視
野
を
広

げ
た
、
歴
史
部
会
「
岩
波
新
書
の
近

現
代
シ
リ
ー
ズ
読
書
会
」
も
好
評
で

あ
り
、
「
世
界
の
中
の
日
本
を
考
え

る
」
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会

も
会
を
重
ね
て
い
る
。
部
会
に
参
加

し
て
い
な
い
会
員
に
も
ぜ
ひ
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

 
 
 

（
詳
細
は
四
・
五
頁
）  
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迷
走
す
る
日
本
、
い
ま
、
そ

の
日
本
で
一
番
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
は
何
か
。 

 

日
本
の
長
期
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
で
あ
り
、
そ
の
基
本
に
な
る

思
想
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
政
策
で
は
な
い

の
か
。
し
か
し
、
自
民
党
も
民

主
党
も
明
確
な
哲
学
や
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
な
い
。
あ

る
の
は
当
面
の
「
景
気
対
策
」

で
あ
り
、
対
症
療
法
的

な
短
期
的
政
策
の
み

で
、
長
期
的
な
見
通
し

や
政
策
は
残
念
な
が
ら

見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ

で
は
、
総
選
挙
を
や
っ

て
も
、
と
り
わ
け
若
い

世
代
に
投
票
し
た
い
党

が
な
い
と
い
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
。
日
本
人

を
納
得
さ
せ
奮
い
立
た

せ
る
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
は
な
い
の
か
。
そ
れ

が
な
い
の
が
日
本
の
不

幸
で
あ
る
。 

 

現
在
の
世
界
的
な
大

変

化

は
「
百
年

に

一

度
」
と
い
う
け
れ
ど
、
日
本
に

と
っ
て
は
「
百
五
十
年
に
一

度
」
の
文
明
的
ス
ケ
ー
ル
の
大

変
化
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
つ
ま

り
、
幕
末
維
新
以
降
日
本
が
追

い
か
け
て
き
た
西
洋
的
近
代
化

路
線
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
大
地
殻
変
動
だ
か
ら
と
い
う

意
味
で
あ
る
。 

 
と
な
れ
ば
、
私
た
ち
は
今
こ

そ
、
明
治
維
新
の
時
点
ま
で
戻

り
、
「
西
洋
的
近
代
化
」
の
原

点
に
還
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
考
え
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
あ
る
の
は
、
維
新
を
や
り
遂

げ
て
き
た
先
人

た
ち
の
「
気

概
」
と
「
思

想
」
で

あ

る
。
佐

久
間
象
山
、
横
井
小
楠
、
坂
本

龍
馬
、
西
郷
隆
盛
、
福
沢
諭
吉

ら
の
言
葉
を
も
う
一
度
噛
み
し

め
て
み
よ
う
。 

 

佐
久
間
は
「
東
洋
の

道
徳
・
西
洋
の
芸
術
」

と
い
い
、
横
井
は
「
道

義
国
家
」
を
唱
え
、
龍

馬

は
「
通

商

国

家
」

を
、
西
郷
は
「
敬
天
愛

人
」
を
、
福
沢
は
「
独

立
自
尊
」
を
掲
げ
た
。 

 

久
米
邦
武
も
「
米
欧

回
覧
実
記
」
の
中
で
、

政
治
の
目
的
に
つ
い
て

こ
う
述
べ
て
い
る
。 

「
政
治
ノ
務
ム
ヘ
キ

ハ
、
国
中
ノ
人
民
、
ミ

ナ
生
業
ニ
勉
励
シ
、
自

主
ヲ
遂
ケ
、
交
際
ニ
礼

ア
リ
、
信
ア
リ
テ
、
百

需
ノ
利
ヲ
開
キ
、
外
ハ
国
威
ヲ

屈
セ
ス
、
内
ハ
国
安
ヲ
保
シ
、

太
平
ノ
境
ニ
進
ム
コ
ソ
務
ム
ヘ

キ
本
領
ナ
リ
」 

 

政
治
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
、
こ
の
簡
潔
な
文
章

は
そ
れ
を
明
快
に
提
示
し
て
い

る
。
い
ま
こ
そ
我
々
は
「
明
治

創
業
の
精
神
」
に
学
び
な
お
す

べ
き
だ
と
思
う
。 

 

  

四
月
二
十
八
日
の
全
体
例
会
は
新
趣
向
、 

 
 

 

「
昴
の
人
・
谷
村
新
司
氏
」
を
招
い
て 

 

 

今こそ「明治創業の精神」に学ぼう！  

泉 三郎 

１３０人が参加した新年懇親例会（1月16日） 
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二
〇
〇
九
年
新
年
懇
親
例
会

は
、
一
月
十
六
日
（
金
）
十
八
時

三
十
分
～
二
十
時
三
十
分
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
を
テ
ー
マ
に
、
窓

一
杯
に
日
比
谷
公
園
の
夜
景
が
ひ

ろ
が
る
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

昨
年
秋
、
会
の
企
画
を
し
て
い

た
折
に
、
二
〇
〇
八
年
度
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
日
本
人
四
名
が
受
賞
と

の
快
挙
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
社
会

的
に
は
高
福
祉
を
達
成
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
型
社
会
が
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
変
時

宜
を
え
た
催
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。 

 

会
は
泉
代
表
の
挨
拶
の
後
、
ノ

レ
ー
ン
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使

の
ス
ピ
ー
チ
と
乾
杯
、
次
い
で
元

駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
藤
井
威

氏
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
引
き
続

き
食
事
・
歓
談
に
移
っ
た
（
両
大

使
の
ご
挨
拶
要
旨
は
別
掲
）
。 

 

来
賓
に
は
、
両
大
使
の
ほ
か
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
か
ら
は
、

大
使
夫
人
の
グ
ラ
ジ
ー
ナ
様
、
文

化
担
当
参
事
官
、
ア
ネ
ッ
ト
・
マ

ス
イ
様
、
大
使
秘
書
の
岡
田
真
美

代
様
、
前
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の

大
塚
清
一
郎
様
を
お
招
き
し
華
や

か
な
会
と
な
っ
た
。 

 

な
お
、
今
回
の
食
事
は
、
大
使

の
ご
好
意
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
料
理

（
鰊
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
料

理
）
三

品

を

大

使

館

シ

ェ

フ 

ヨ
ー
ナ
ス
・
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
さ
ん

の
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
風
味
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 

歓
談
の
後
、
音
楽
の
部
で
は
ス

テ
ー
ン
ハ
ン
マ
ル
友
の
会
の
和
田

記
代
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
、
藤
原
歌

劇
団
の
向
野
由
美
子
さ
ん
（
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
）
に
よ
る
演
奏
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
代

表
す
る
作
曲
家
ス
テ
ー
ン
ハ
ン
マ

ル
、
ぺ
ッ
テ
シ
ョ
ン
＝
ベ
ル
エ
ル

の
作
品
か
ら
、
「
二
ル
ス
や
ピ
ッ

ピ
の
童
話
の
世
界
」
の
よ
う
な
詩

情
豊
か
な
歌
曲
を
中
心
に
、
オ
ペ

ラ
の
ア
リ
ア
な
ど
を
堪
能
し
、
日

本
語
の
翻
訳
字
幕
が
壁
一
面
に
映

る
演
出
も
あ
っ
て
、
和
や
か
な
心

地
よ
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
大
塚
清
一
郎
元
大
使
は
、

ギ
タ
ー
を
手
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

十
八
世
紀
の
詩
人
、
カ
ー
ル
・
ミ

カ
エ
ル
・
ベ
ル
マ
ン
の
歌
を
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
披
露
さ
れ
、
ノ

レ
ー
ン
大
使
も
飛
び
入
り
で
加
わ

り
、
や
ん
や
の
喝
采
を
浴
び
た
。

因

み

に

曲

目

は
「
酒

飲

み

の

歌
」
。 

 
ま
た
、
今
回
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

社
会
研
究
所
所
長
の
須
永
昌
博
氏

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
同
会

会
員
に
本
会
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

り
、
約
三
十
名
の
方
々
が
ご
出

席
、
当
会
会
員
と
の
懇
談
、
交
流

で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
。
須
永
所
長
の
す
ば
ら
し
い
ス

ピ
ー
チ
（
英
語
）
と
も
ど
も
厚
く

御
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。 

 

司
会
は
、
前
半
を
山
田
、
後
半

を
近
藤
が
担
当
し
た
。
参
会
者
は

近
年
に
な
い
盛
会
で
百
三
十
名
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
テ
ー
マ
に 

 
百
三
十
人
の
参
加
を
得
て
大
盛
会 

２００９年 

新年懇親例会 

ノレーン駐日スウェーデン大使ご夫妻 

元駐スウェーデン大使 

藤井威氏  

新年の挨拶をする 

泉三郎代表 

多数の参加者で 

受付も大忙し 

大使館シェフのヨーナス・グスタフソンさん（右） 

のスウェーデン料理も大好評 

和田記代さん（ピアノ）と向野

由美子さん（メゾソプラノ）の 

演奏と翻訳字幕 

大塚清一郎元スウェーデン大

使とノレーン駐日大使の合唱 

素晴らしい日比谷の夜

景を背景にして歓談 
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 三
人
の
大
使
を
は
じ
め
多
く
の
方

が
最
後
ま
で
会
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
り
、
好
評
の
う
ち
に
閉
会
と

な
っ
た
。 

【
ノ
レ
ー
ン
駐
日
大
使
の
ス
ピ
ー
チ

要
旨
】 

 

先
ず
は
流
暢
な
日
本
語
で
新
年

の
ご
挨
拶
。
そ
の
後
は
英
語
で
、

「
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
と
と

も
に
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
外

交
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
。
岩
倉
使

節
団
は
一
八
七
三
年
四
月
二
十
四

日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
到
着
、
翌

日
国
王
オ
ス
カ
ー
Ⅱ
世
に
謁
見
し

た
。
四
月
二
十
六
日
か
ら
、
造

船
、
繊
維
な
ど
の
工
場
、
学
校
を

見
学
、
ま
た
新
鋭
の
マ
ッ
チ
工
場

に
は
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
、
一

行
の
一
人
が
、
服
の
袖
を
原
料
液

の
樽
の
中
に
浸
し
サ
ン
プ
ル
を
採

取
し
た
よ
う
だ
」
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
披
露
さ
れ
た
。
ユ
ー
モ
ア
の

中
に
も
、
使
節
団
の
好
奇
心
、
学

習
意
欲
が
如
何
に
旺
盛
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
紹
介
さ
れ
た
。 

 

乾
杯
の
発
声
は
「
四
名
の
日
本

人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
祝
い
、

両
国
の
友
好
関
係
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
杯
を
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
コ
ー

ル
！
」
。 

【
藤
井
元
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ス

ピ
ー
チ
要
旨
】 

 

岩
倉
使
節
団
は
、
物
事
の
本

質
・
真
実
を
見
よ
う
と
し
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
訪
問
国
の
良
い

と
こ
ろ
を
学
び
、
日
本
の
近
代
化

に
役
立
て
よ
う
と
し
た
と
思
う
。 

 

ま
た
、
天
皇
陛
下
も
皇
族
の

方
々
も
、
外
国
訪
問
の
際
に
「
実

記
」
を
読
ん
で
ゆ
か
れ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
「
実
記
」
を
読
む
こ
と

は
、
（
明
治
の
）
原
点
に
立
ち
返

り
、
訪
問
国
を
知
る
う
え
で
大
切

な
も
の
は
何
か
を
教
え
て
く
れ

る
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
福
祉
の
国
と

し
て
す
ば
ら
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
過
去
を
大
切
に
、
美
し
く
保

存
し
、
近
代
の
中
に
あ
っ
て
も
よ

い
街
と
し
て
維
持
し
、
子
孫
に
残

そ
う
と
努
力
し
て
い
る
国
だ
。
本

日
は
こ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
い

た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
山
田
哲
司 

 
 
 
 
 

（
写
真
）
橋
本
吉
信 

メ
デ
ィ
ア
広
報
委
員
会 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
あ
り
が 

 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

前
号
ニ
ュ
ー
ス
に
同
封
し
た
、

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
利
用
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

返
送
者
（
三
十
五
名
）
の
九
割

が
メ
ー
ル
を
利
用
し
、
し
か
も
多

く
の
人
が
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
も
多
い
。

パ
ソ
コ
ン
に
習
熟
し
て
い
な
い
会

員
が
返
送
し
な
か
っ
た
可
能
性
は

あ
る
が
、
日
常
的
に
利
用
し
て
い

る
会
員
は
多
く
、
会
の
情
報
伝
達

の
補
完
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。
但
し
、
当
会
の
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
（
登
録
者
全
員
に
同

報
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
、
事
務
局

か
ら
催
し
案
内
な
ど
の
メ
ー
ル
が

届
く
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
の
認

識
が
曖
昧
な
人
も
多
い
。
ま
た
、

新
た
な
登
録
許
諾
者
も
十
三
名
い

て
、
登
録
推
進
と
同
時
に
リ
ス
ト

の
再
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
事

務
局
体
制
が
整
わ
ず
、
実
現
に
は

も
う
少
し
時
間
を
要
す
る
の
が
現

状
で
あ
る
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
連
絡
だ
け

だ
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し

た
デ
ー
タ
や
文
書
（
レ
ポ
ー
ト
）

な
ど
の
送
付
手
段
と
し
て
メ
ー
ル

に
添
付
す
る
方
法
の
利
用
状
況
の

設
問
も
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
や
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
馴
染
み

の
な
い
文
言
が
あ
っ
て
、
回
答
に

戸
惑
っ
た
会
員
が
多
く
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
設
問
の
趣
旨
は
、

当
会
に
は
会
員
が
作
成
し
た
質
の

高
い
資
料
や
研
究
報
告
書
が
多
く

存
在
す
る
が
、
当
該
部
会
な
ど
に

参
加
し
て
い
な
い
会
員
に
も
閲
読

の
機
会
を
提
供
す
る
一
つ
の
手
段

と
し
て
メ
ー
ル
な
ど
が
利
用
で
き

る
状
態
に
あ
る
か
を
確
か
め
る
こ

と
で
あ
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
（
四
頁
に
関
連
記

事
） 

 

回
答
を
全
体
的
に
判
断
し
て
、

ソ
フ
ト
や
フ
ァ
イ
ル
の
名
前
や
形

式
を
知
ら
な
く
て
も
、
既
に
、
そ

れ
ら
を
処
理
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
環

境
が
整
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
推

定
し
て
い
る
。
当
会
の
財
産
と
な

る
資
料
、
レ
ポ
ー
ト
の
蓄
積
・
活

用
に
関
し
て
は
、
来
年
度
に
予
定

し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責
）
中
山
進 

スウェーデン社会研究所 

須永昌博 所長 

司会のお二人 

前半・山田哲司氏（右） 

後半・近藤義彦氏（左） 

 

二
〇
〇
六
年
開
催
の
当
会
創

立
十
周
年
記
念
・
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
報
告
書
（
米
欧
亜
回

覧
の
会
編
）
が
、
四
月
十
日
に

発
刊
さ
れ
る
。 

 

タ
イ
ト
ル
は
「
世
界
の
中
の
日

本
の
役
割
を
考
え
る
―
岩
倉
使

節
団
を
出
発
点
と
し
て
」で
あ

り
、
韓
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
の
論
者
の
参

加
が
特
色
で
も
あ
る
。 

 

主
要
な
目
次
は
、 

第
一
部
「
世
界
の
中
の
日
本
の

役
割
を
考
え
る
―
―
近
代
西
洋

文
明
を
超
え
る
も
の
」 

第
二
部
「
岩
倉
使
節
団
は
日
本

の
近
代
化
に
如
何
に
か
か
わ
っ

た
か
」 

第
三
部
「
日
本
近
代
化
百
三
十

年
に
お
け
る
成
功
と
失
敗
」 

第
四
部
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
け
る
日
本
の
役
割
と
は
何

か
」 

第
五
部
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。 

創
立
十
周
年
記
念
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書 

 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か
ら
出
版 

「世界の中の日本の役割を

考える―岩倉使節団を出発

点として」  

米欧亜回覧の会 編 

慶応義塾大学出版会 発行 
 
A5判／並製／296頁 

初版年月日：2009/04/10 
ISBN：978-4-7664-1565-0 
定価：2,800円＋税 



米欧亜回覧ニュース（季刊） 2009年（平成21年）3月30日 （4） 

 

 
 

当
会
で
は
、
三
月
で
第
百
二
十

七
回
と
な
る
実
記
を
読
む
会
を
始

め
と
し
て
、
多
数
の
部
会
活
動
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
最
近
の
傾
向

の
一
つ
は
中
身
が
深
く
な
っ
て
い

る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
使
節
団
に

限
定
さ
れ
な
い
広
く
・
新
し
い
試

み
で
あ
る
。
実
記
を
読
む
会
と
歴

史
部
会
の
部
会
報
告
を
特
集
と
し

て
と
り
あ
げ
、
そ
の
一
端
を
紹
介

す
る
。 

 

実
記
を
読
む
会
で
は
、
月
例
の

会
の
他
に
、
番
外
編
と
し
て
「
高

田
ゼ
ミ
」
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま

た
、
読
む
会
の
中
で
、
会
員
が
作

成
し
た
興
味
深
い
論
稿
や
資
料
な

ど
が
続
々
と
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。 

■
番
外
編
「
高
田
ゼ
ミ
」 

 

十
一
月
二
十
六
日
、
出
席
者
十

二
名
。
報
告
は
、
小
林
富
士
雄
、

鵜
飼
直
哉
、
堀
江
興
の
三
氏
。 

（
Ⅰ
）
小
林
氏
は
「
米
欧
回
覧
実

記
に
お
け
る
植
物
・
森
林
の
記
述

―
付
、
実
記
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
滞

日
欧
米
人
に
よ
る
植
物
の
記
述
」

と
題
す
る
大
部
の
資
料
を
用
意
、

『
実
記
』
に
記
述
の
各
国
植
物
・

森
林
の
注
目
点
を
網
羅
的
に
説

明
、
併
せ
て
ツ
ェ
ン
ベ
リ
ー
、

シ
ー
ボ
ル
ト
等
、
数
名
の
欧
米
人

に
よ
る
植
生
観
察
記
よ
り
摘
出
、

熱
心
に
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
資
料

は
、
「
回
覧
実
記
・
項
目
別
小
事

典
」
（
植
物
・
森
林
編
）
と
も
称

し
う
る
秀
抜
な
も
の
で
、
今
後

『
実
記
』
の
他
分
野
へ
の
貴
重
な

参
考
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

る
。
そ
の
他
、
「
岩
倉
使
節
団
と

明
治
の
日
本
林
政
」
（
注
）
な
る

論
稿
も
提
供
さ
れ
た
。 

（
Ⅱ
）
鵜
飼
氏
は
予
告
編
資
料

「
米
欧
回
覧
実
記
・
緯
度
と
経
度

の
言
述
」
に
、
追
加
「
巻
別
・
場

所
別
・
緯
度
・
経
度
、
誤
差
一
覧

表
」
を
用
意
、
『
実
記
』
中
の
数

値
と
グ
ー
グ
ル
・
ア
ー
ス
の
数
値

と
の
差
異
を
一
覧
に
供
し
な
が

ら
、
そ
の
背
景
の
言
述
（
理
由
）

を
問
う
。
「
実
記
に
は
訪
問
先
の

主
要
都
市
の
緯
度
と
経
度
が
、
丹

念
に
入
っ
て
い
る
」
の
で
、
興
味

本
位
で
そ
の
数
字
を
確
認
し
て
み

る
う
ち
に
、
『
実
記
』
の
盲
点
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
調
べ
る
に

つ
れ
て
疑
問
が
沸
き
だ
し
た
、
と

い
う
（
詳
細
略
）
。 

 

久
米
の
使
用
し
た
原
資
料
の
精

度
の
差
に
由
来
す
る
訳
だ
ろ
う

が
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
各
地
で
の
誤

差
が
大
き
く
、
英
、
欧
大
陸
に
お

い
て
は
、
概
し
て
僅
小
、
あ
る
い

は
当
時
の
鉄
道
網
発
達
の
差
に
由

来
す
る
も
の
か
。
鵜
飼
探
偵
の
極

め
つ
け
を
待
ち
た
い
。 

（
Ⅲ
）
堀
江
氏
は
、
久
米
邦
武
の

人
物
像
に
つ
い
て
所
見
を
披
瀝
。

「
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
」

と
い
う
「
大
き
な
輪
」
の
中
に

あ
っ
た
人
で
あ
る
と
考
え
る
。
…

無
駄
口
は
利
か
ず
、
自
分
が
関
心

を
持
つ
こ
と
は
追
究
を
続
け
、
…

日
々
努
力
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ

人
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
反

面
他
人
に
は
冷
淡
な
と
こ
ろ
が
散

見
さ
れ
、
結
果
的
に
「
一
将
功
な

り
万
骨
枯
る
」
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

と
す
る
。
例
と
し
て
堀
江
氏
は
、

厖
大
な
『
実
記
』
著
述
に
は
、
多

数
の
協
力
者
が
存
在
す
る
に
相
違

な
い
が
、
「
彼
ら
の
名
前
を
挙
げ

謝
辞
を
述
べ
て
も
良
い
筈
だ
」
と

す
る
。
別
の
意
見
も
出
て
、
結
局

『
実

記
』
が
、
「
久

米

邦

武

編

修
」
と
し
て
い
る
（
久
米
邦
武
著

で
は
な
い
）
こ
と
が
、
久
米
の
謝

意
を
含
む
と
解
し
て
は
ど
う
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
た
。 

 

な
お
、
高
田
先
生
よ
り
三
氏
に

対
し
、
簡
明
直
截
な
ア
ド
バ
イ

ス
・
コ
メ
ン
ト
・
メ
モ
を
頂
い

た
。
最
後
に
、
久
米
邦
武
撰
「
弘

道
館
記
念
碑
銘
」
全
文
（
六
百
六

十
七
文
字
）
の
訓
み
下
ろ
し
を
桑

名
氏
が
試
み
て
、
今
回
の
「
高
田

ゼ
ミ
」
を
締
め
括
っ
た
。 

 
 
 

 
 

（
文
責
）
桑
名
正
行 

■
第
百
二
十
五
回 

 

一
月
八
日
開
催
。
二
〇
〇
九
年

の
読
む
会
は
昨
年
か
ら
参
加
の
芳

野
健
二
氏
の
リ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
始

ま
る
。 

 

ご
存
知
の
通
り
、
『
実
記
』
は

イ
タ
リ
ア
に
入
る
と
、
初
め
て
実

業
を
離
れ
て
、
歴
史
と
美
術
の
街

の
美
し
さ
に
沈
潜
・
耽
溺
す
る
。

芳
野
氏
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
は
、

①
小
国
、
②
加
工
貿
易
・
通
商
国

家
、
③
文
化
（
教
育
レ
ベ
ル
）
に

お
い
て
日
本
と
の
共
通
性
を
見

る
。
こ
の
街
の
商
家
の
家
訓
に

は
、
「
利
潤
は
勤
労
の
価
に
て
」

と

し

て
、
「
眠

る

な
・
怠

け

る

な
・
今
日
で
き
る
こ
と
は
明
日
に

延
ば
す
な
・
自
分
の
見
た
も
の
し

か
、
信
用
す
る
な
」
が
あ
る
。
今

の
イ
タ
リ
ア
か
ら
み
る
と
意
外
の

感
が
あ
る
。 

 

芳
野
氏
は
、
物
事
を
ミ
ク
ロ
か

ら
マ
ク
ロ
、
鳥
瞰
か
ら
虫
瞰
、

ズ
ー
ム
イ
ン
か
ら
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト

で
眺
め
る
こ
と
を
勧
め
る
。
こ
の

日
は
、
新
春
放
談
を
か
ね
て
と
、

ご
自
身
で
研
究
さ
れ
た
「
世
界
の

言
語
樹
」
、
「
日
本
人
・
語
の
歴

史

的

流

れ

図
」
（C

u
r
r
e
nt

 
of
 

J
a
p
a
n
e
s
e
 
L
a
n
gu
a
g
e
 
&
 
P
e
o-

p
l
e

）
、
「
人
類
文
明
五
千
年
を
見

る
」
、
「
鳥
瞰
図
・
日
本
・
西
洋

と
の
出
会
い
」
の
労
作
を
発
表
す

る
。
盛
り
沢
山
の
内
容
で
あ
っ
た

の
で
勿
体
な
い
と
次
回
も
連
続
講

演
の
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野
博
正 

（
注
）
こ
の
資
料
は
、
鵜
飼
氏
に

よ
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
図
表
や
写
真
を

含
む
書
面
で
も
メ
ー
ル
で
容
易
に

送
受
信
を
可
能
に
す
る
軽
量
な
画

像
フ
ァ
イ
ル
）
に
さ
れ
、
当
会
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
者
に

メ
ー
ル
配
信
の
試
み
が
さ
れ
て
い

る
。 

 

ま
た
、
鵜
飼
氏
は
『
実
記
』
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
て
い
る
ほ

か
、
左
記
の
よ
う
な
ご
自
身
の
レ

ポ
ー
ト
、
資
料
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し

て
、
一
部
の
会
員
に
メ
ー
ル
で
回

覧
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
実
記
』
の
ル
ー
ト
を
た
ど
り
記

述
を
検
証
す
る
「
実
記
を
片
手
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
、
「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
図
」
、
そ
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
漢
字
の
検
索
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
「
実
記
』
に
登
場
す
る
難
し
い

漢
字
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
挑
戦
し
た

「
今
昔
文
字
鏡
」
。 

 

ご
希
望
の
会
員
の
方
は
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
送
付
が
可
能
で
す
。 

高田誠二先生（11月26日） 

芳野氏（第125回・読む会） 

  
【
特
集
】 

部
会
活
動
の
広
が
り
と
新
た
な
試
み 

実
記
を
読
む
会 

 

会
員
に
よ
る
優
れ
た
資
料 
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 ■
第
六
回
読
書
会 

 

十
一
月
十
八
日
、
参
加
者
十
七

名
。
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
（
吉

田
裕
著
）
、
リ
ポ
ー
タ
ー
は
藤
田

實
氏
。 

 

「
あ
の
戦
争
」
は
、
何
の
た
め

の
戦
争
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な

ぜ
開
戦
を
阻
止
で
き
ず
に
、
長
期

化
し
た
の
か
。
兵
士
や
銃
後
の
人

び
と
、
ア
ジ
ア
の
民
衆
は
総
力
戦

を
如
何
に
生
き
、
死
ん
で
い
っ
た

の
か
。 

 

開
戦
前
の
日
米
交
渉
か
ら
開

戦
、
そ
し
て
無
条
件
降
伏
に
い
た

る
五
年
間
を
た
ど
る
。
藤
田
氏

は
、
自
ら
の
戦
争
体
験
と
、
高
校

を
卒
業
後
、
三
十
五
年
に
留
学
渡

米
、
そ
の
後
、
欧
米
・
ア
ジ
ア
の

人
々
と
の
交
友
経
験
を
交
え
な
が

ら
、
こ
の
時
代
を
語
っ
た
。 

 

日
本
の
戦
後
が
中
々
終
わ
ら
な

い
の
は
、
責
任
の
取
り
方
の
曖
昧

さ
に
あ
り
そ
う
だ
。
大
東
亜
戦

争
、
日
中
戦
争
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
様
々
の
呼
称
は
、
戦
争

目
的
の
、
「
自
存
自
衛
」
「
大
東

亜
新
秩
序
」
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

と
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
重
要

戦
略
資
源
の
軍
隊
に
よ
る
獲
得
」

な
ど
の
建
前
と
本
音
の
中
に
も
み

ら
れ
る
曖
昧
さ
に
も
通
じ
る
。
米

国
通
の
山
本
五
十
六
が
、
一
年
は

何
と
か
持
た
せ
ま
し
ょ
う
と
い
っ

て
始
ま
っ
た
、
経
済
的
に
見
て
も

無
謀
な
戦
争
で
あ
っ
た
。 

 

 

最
近
の
、
田
母
神
幕
僚
長
の
論

文
問
題
は
、
戦
前
の
状
況
を
再
現

し
か
け
な
い
、
由
々
し
き
事
態
が

危
惧
さ
れ
て
見
逃
せ
な
い
。
将
来

の
若
者
た
ち
の
た
め
に
、
我
々
の

時
代
に
戦
争
責
任
問
題
に
決
着
を

つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
リ
ポ
ー
タ
ー
の
感
慨

で
あ
っ
た
。 

 

■
第
七
回
読
書
会 

 

十
二
月
十
五
日
開
催
、
参
加
者

十
七
名
。
『大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー)
』

（
成
田
龍
一
著
）
、
リ
ポ
ー
タ
ー

は
桑
名
正
行
氏
。 

 

偉
大
な
る
明
治
・
昭
和
の
狭
間

に
あ
っ
て
、
大
正
と
い
う
時
代
も

あ
っ
た
の
ね
、
と
い
う
人
さ
え
い

る
ほ
ど
に
影
が
薄
い
。
だ
が
仔
細

に
見
れ
ば
大
正
時
代
は
、
激
動
の

時
代
で
も
あ
っ
た
。
大
正
天
皇
は

確
か
に
病
弱
で
は
あ
っ
た
が
、
漢

詩
と
和
歌
の
文
芸
で
は
名
を
為
し

た
。
で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と

は
何
か
。
著
者
は
、
一
九
〇
五
年

の
日
露
講
和
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

に
対
す
る
国
民
の
不
満
か
ら
起
き

た
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
か
ら
一
九

三
〇
年
の
満
州
事
変
ま
で
の
四
半

世
紀
の
時
代
を
、
帝
国
主
義
―
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
植
民
地
主
義
―

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読

み
解
く
。
大
日
本
帝
国
の
展
開
の

も
と
で
の
社
会
運
動
、
そ
し
て
大

衆
社
会
化
が
進
行
し
た
時
代
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
風
流
韻
事
の
江
戸

の
文
化
を
の
こ
す
明
治
前
期
の
気

風
か
ら
、
日
清
・
日
露
の
熱
狂
を

経
て
、
天
皇
帰
一
の
国
家
教
学
が

確
立
す
る
ま
で
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

（
関
節
）
の
時
代
と
も
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
こ
の
時
代
は
、
韓
国
合

併
、
対
華
二
十
一
ヶ
条
要
求
、
米

騒
動
の
狂
乱
、
第
一
次
世
界
大

戦
、
そ
れ
に
よ
る
成
金
ブ
ー
ム
が

生
ん
だ
、
現
在
の
原
型
と
も
言
う

べ
き
都
市
社
会
の
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
デ
パ
ー
ト
、
カ
フ
ェ
ー
、
車

社
会
の
出
現
。
映
画
、
演
劇
、
童

話
、
童
謡
、
新
し
い
村
な
ど
の
文

芸
文
化
の
開
花
。
モ
ガ
、
モ
ボ
の

発
生
。 

 

 
こ
の
時
期
に
、
後
の
昭
和
の
日

本
を
戦
争
に
駆
り
立
て
た
タ
ー
ニ

ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
を
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の

桑
名
氏
は
、
➀
安
易
な
シ
ベ
リ
ア

出
兵
を
試
み
た
こ
と
、
➁
米
騒
動

の
前
、
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定

で
、
米
国
が
〔
日
本
国
の
支
那
に

お
け
る
特
殊
の
権
益
を
有
す
る
こ

と
を
認
め
る
〕
言
葉
を
、
経
済
的

の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
に
も
認
め

ら
れ
た
と
拡
大
解
釈
し
て
、
後
の

関
東
軍
の
暴
走
の
端
緒
を
作
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
、
➂
そ
の
前
に

も
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
締
結
時
の
満
鉄

に
関
す
る
、
桂
・
ハ
リ
マ
ン
協
定

に
小
村
寿
太
郎
が
反
対
し
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
の
後
の
米
国
の
態
度

や
関
東
軍
の
跳
梁
の
歯
止
め
に

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
見
方

は
、
示
唆
的
で
あ
る
。 

 

 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
ど
う

や
ら
今
の
日
本
の
あ
り
方
に
も
通

底
す
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。 

■
第
八
回
読
書
会 

 

二
月
十
六
日
開
催
、
参
加
者
十

五
名
。
『高
度
成
長
』（
武
田
晴
人

著
）
リ
ポ
ー
タ
ー
は
山
田
哲
司

氏
。 

 

高
度
成
長
期
と
は
、
朝
鮮
動
乱

の
特
需
で
戦
後
の
復
興
か
ら
這
い

上
が
り
、
経
済
が
軌
道
に
乗
り
始

め
、
保
守
合
同
で
、
自
由
民
主
党

政
権
が
成
立
、
対
抗
野
党
の
社
会

党
が
統
一
さ
れ
て
、
二
大
政
党
の

い
わ
ゆ
る
五
十
五
年
体
制
が
確
立

す
る
一
九
五
五
年
か
ら
、
ド
ル

シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
安
定
成
長
に

移
行
す
る
一
九
七
五
年
前
後
ま
で

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
は
、

丁
度
読
書
会
に
参
加
し
た
ほ
と
ん

ど
の
方
々
が
、
何
ら
か
の
立
場
で

実
体
験
し
た
自
分
史
の
時
代
で
も

あ
る
。
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
が

五
十
五
年
に
始
ま
り
、
開
銀
に
よ

る
電
力
、
海
運
、
鉄
鋼
な
ど
基
幹

産
業
へ
の
重
点
的
資
金
供
給
が
始

ま
る
。
そ
の
開
銀
に
在
籍
し
て
、

経
済
成
長
の
一
翼
を
担
っ
て
こ
ら

れ
た
山
田
氏
の
リ
ポ
ー
タ
ー
は
最

適
の
キ
ャ
ス
ト
で
あ
っ
た
。 

 

 

山
田
氏
は
、
開
銀
理
事
で
も

あ
っ
た
下
村
治
氏
の
経
済
成
長
理

論
を
核
に
し
て
、
高
度
成
長
期
の

日
本
経
済
は
世
界
史
的
な
意
義
を

持
ち
、
生
き
甲
斐
と
能
力
の
発
揮

で
き
た
環
境
が
成
長
を
可
能
に
し

た
と
解
説
さ
れ
た
。
日
米
は
縮
小

均
衡
か
ら
出
発
せ
よ
と
の
下
村
語

録
は
、
百
年
来
の
経
済
危
機
と
い

う
い
ま
こ
そ
参
考
に
な
ら
な
い

か
。
政
治
的
に
は
、
大
平
正
芳
の

勤
勉
で
、
剛
毅
な
ぶ
れ
な
い
生
き

方
か
ら
こ
の
時
代
を
振
り
返
っ

た
。
そ
れ
は
、
現
在
の
人
材
薄
き

政
治
へ
の
嘆
き
に
も
つ
な
が
る
。 

 

最
後
に
、
参
加
者
全
員
に
、
こ

の
時
代
の
自
分
史
の
追
体
験
を
し

な
が
ら
の
、
高
度
成
長
の
意
味

と
、
思
い
入
れ
を
語
っ
て
も
ら
っ

た
。 

 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野
博
正 

藤田實氏（第６回読書

歴
史
部
会 

 
好
評
・
岩
波
新
書
の
近
現
代 

 

史
シ
リ
ー
ズ
読
書
会  

【
幹
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】 

会
員
の
会
費
振
込
が
四
月
に
な

り
ま
す 

 

事
務
の
効
率
化
の
た
め
に
、

個
人
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
会

費
期
間
を
年
度
（
四
月
～
三

月
）
に
統
一
し
ま
す
。 

 

会
費
期
間
が
残
っ
て
い
る
会

員
お
よ
び
途
中
入
会
の
方
に
対

し
て
は
、
三
ヶ
月
単
位
で
調
整

し
た
振
込
み
用
紙
が
送
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
決
定

は
総
会
後
と
な
り
ま
す
が
、
現

在
五
千
円
の
年
会
費
は
、
六
千

円
（
三
ヶ
月
千
五
百
円
）
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 
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■
第
百
二
十
四

回 

 

十
二
月
十
一

日
、
出
席

者
十

二
名
。 

 

第
七
十
七
巻 

ナ
ポ
リ
ノ
記
。 

 
五

月

二

十

日
、
夕

方

着
。

久

米
は
、
新
鮮

な
「
鯛
」
を

供

せ
ら
れ
感
激
の

言
葉
を
残
す
。

欧
州
周
遊
中
は
、
塩
魚
と
肉
に
辟

易
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
当
時
の

ナ
ポ
リ
は
人
口
四
十
四
万
人
の
、

イ
タ
リ
ア
第
一
の
都
市
。
十
二
年

前
の
一
八
六
一
年
に
ガ
ル
バ
ル

デ
ィ
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ボ
ン
家
か

ら
開
放
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
王
国
に

な
っ
て
い
た
。
翌
二
十
一
日
、
博

物
館
、
ポ
ン
ペ
イ
、
ヘ
ル
ク
ラ
ネ

ウ
ム
遺
跡
を
回
覧
す
る
。 

 

久
米
は
、
民
情
を
「
沃
土
之
民

惰
」
、
乞
食
が
多
く
、
怠
惰
で
、

欧
州
一
の
貧
民
国
で
、
後
に
見
た

上
海
並
み
と
し
て
い
る
が
、
八
十

五
年
前
に
ゲ
ー
テ
が
「
イ
タ
リ
ア

紀
行
」
で
、
産
品
の
豊
富
な
土
地

で
、
人
び
と
は
遊
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
て
も
、
よ
く
観
察
す
る
と

皆
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
と
好
意

的
に
み
て
い
る
、
そ
の
落
差
が
面

白
い
。
『
ナ
ポ
リ
を
見
て
死
ね
』

は
、
久
米
も
ゲ
ー
テ
も
そ
の
景
観

を
等
し
く
認
め
て
い
る
。 

■
第
百
二
十
五
回 

 

一
月
八
日
。
（
五
頁
掲
載
） 

■
第
百
二
十
六
回 

 
二
月
十
二
日
、
芳
野
健
二
氏
の

特
別
講
演
「
ザ
ビ
エ
ル
か
ら
漱
石

ま

で

―

日

本

と

西

洋

の

出

会

い
」
。 

 

一
五
四
九
年
に
日
本
を
訪
れ
た

ザ
ビ
エ
ル
の
「
ザ
ビ
エ
ル
書
簡

抄
」
か

ら
、
ラ

フ

カ

デ

ィ

オ
・

ハ
ー
ン
ま
で
の
欧
米
人
の
日
本
観

と
、
諭
吉
・
漱
石
の
西
洋
観
ま
で

を
通
観
す
る
試
み
。
芳
野
氏
は
、

数
十
冊
を
読
破
し
て
、
印
象
に

残
っ
た
部
分
を
、
朗
読
し
て
二
時

間
半
た
っ
ぷ
り
と
、
往
時
の
日
本

と
西
洋
の
出
会
い
を
語
っ
た
。 

 

西
洋
の
日
本
人
観
は
例
え
ば
― 

 

ザ
ビ
エ
ル
―
善
良
に
し
て
悪
心

を
懐
か
ず
、
富
よ
り
名
誉
を
重
ん

ず
。
礼
儀
正
し
く
、
武
器
を
珍
重

し
、
読
み
書
き
を
能
く
す
。
よ
く

人
と
交
わ
り
、
知
識
を
求
め
、
人

び
と
は
哲
人
の
生
活
を
為
す
。 

 

フ
ロ
イ
ス
―
日
本
人
は
感
情
を

抑
制
し
、
控
え
め
で
、
思
慮
深

い
。
食
事
中
は
会
話
し
な
い
が
、

終
わ
る
と
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す

る
。
酩
酊
は
、
日
本
で
は
自
慢
の

種
に
な
る
。
子
供
の
素
行
は
完
璧

で
驚
嘆
す
る
。
女
は
夫
に
黙
っ
て

外
出
も
自
由
で
、
財
産
は
妻
も
管

理
し
、
時
に
夫
に
高
利
で
貸
し
付

け
る
。
牛
は
食
わ
な
い
が
、
犬
を

薬
用
に
食
べ
、
腐
っ
た
魚
を
時
に

珍
重
す
る
。 

 

オ
ル
ガ
ン
チ
ー
―
全
世
界
で

も
っ
と
も
賢
明
で
、
理
性
に
従
う

天
賦
の
才
能
を
持
つ
、
西
洋
人
は

日
本
人
に
比
べ
る
と
は
な
は
だ
野

蛮
で
あ
る
。
一
方
、
彼
の
上
司
の

バ
テ
レ
ン
・
カ
ブ
ラ
ル
は
、
日
本

人
ほ
ど
傲
慢
で
、
貪
欲
で
、
不
安

定
で
、
偽
装
的
な
国
民
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
心
の
中
を
打
ち
明
け

な
い
。
そ
し
て
、
家
康
の
通
訳
も

し
た
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
比
し
、
天
賦
の
才
能

に
乏
し
く
、
徳
を
全
う
す
る
能
力

に
欠
け
、
外
見
は
謙
虚
で
冷
静
だ

が
、
天
性
、
優
柔
に
し
て
、
動
揺

し
や
す
く
、
情
熱
に
欠
け
る
と
多

彩
な
日
本
人
観
が
あ
っ
た
。 

 
そ
の
他
に
も
、
ペ
リ
ー
、
ゴ
ン

チ
ャ
ロ
フ
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、

ア
ー
ナ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
、
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
、
ワ
ー
グ
マ
ン
、
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
日
本
観

も
辿
る
。 

 

日
本
人
に
よ
る
西
洋
観
は
、
天

正
、
万
延
元
年
、
文
久
二
年
使
節

団
の
記
録
や
、
ジ
ェ
セ
フ
彦
自

伝
、
そ
し
て
、
福
沢
諭
吉
の
「
世

界

国

尽
」
、
「
文

明

論

の

概

略
」
、
「
福
翁
自
伝
」
と
漱
石
の

「
ロ
ン
ド
ン
日
記
」
を
辿
っ
て
語

ら
れ
た
。
ま
だ
、
語
り
足
ら
ぬ
分

が
多
く
、
次
回
以
降
に
機
会
を
み

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 
 

 
 

（
文
責
）
小
野
博
正 

 

 

第
六
十
三
回
か

ら
、
担
当
者
一
名

で
各
一
章
を
読
み

終
え
る
仕
組
み
に

変
え
、
進
度
は
速

く
な
っ
た
が
、
担

当
者
の
負
担
が
や

や
大
き
い
。
ま
た

議
論
が
尽
く
せ
な

い
嫌
い
も
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
の
音
読

は
出
席
者
全
員
が

分
担
し
て
い
る
。 

■
第
六
十
五
回 

 

十
一
月
二
十
日
、
出
席
六
名
、

第
四
十
三
章
パ
リ
市
そ
の
二
。 

 

 

私
が
興
味
を
持
っ
た
三
箇
所
に

つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

副
使
を
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
に

案
内
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
氏
に
つ
い

て
英
訳
者
は
、
注
十
で
彼
の
著
書 

「I
N
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
 
V
AN
I
T
I
E
S

」 

を
紹
介
し
て
い
る
。
国
会
図
書
館

で
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
一
八
七
五

年
五
月
一
日
パ
リ
で
著
者
が
署
名

を
し
て
鮫
島
尚
信
弁
務
使
に
進
呈

し
た
原
本
だ
っ
た
の
に
は
驚
い

た
。
後
日
鮫
島
家
か
ら
国
会
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。 

注
十
二
で
は
曾
我
物
語
の
解
説
で

「
父
の
敵
討
ち
」
と
す
べ
き
肝
心

な
部
分
を
何
故
か
兄
弟
と
「
父
と

の
戦
い
」
と
し
て
い
る
の
は
ご
愛

嬌
か
。 

 

注
十
四
は
、
「
こ
の
記
念
碑
を

建
て
た
の
は
、
夏
王
朝
の
禹
で
は

な
く
、
秦
の
始
皇
帝
で
あ
る
」
と

久
米
の
記
憶
違
い
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
で
、
中
国
の
古
代
史
の
勉

強
も
さ
せ
て
貰
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
(

文
責
）
三
原 

浩 
 
 
 

■
第
六
十
六
回 

 

十
二
月
十
八
日
、
出
席
八
名
、 

 

新
年
懇
親
例
会
の
テ
ー
マ
国
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
備
え
て
、
六
十

八
、
六
十
九
章
の
事
前
勉
強
を
実

施
し
た
。 

 

使
節
団
は
、
四
月
二
十
三
日
に

デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

か
ら
対
岸
の
マ
ル
モ
港
経
由
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
入
国
し
て
、
列
車

で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
向
か
い
、

八
日
間
滞
在
し
た
。 

 

実
は
、
同
国
を
訪
問
す
る
か
否

か
訪
問
直
前
ま
で
固
ま
ら
ず
に
ど

た
ば
た
し
て
い
た
こ
と
がE

d
s
t
r
o
m

の
「T

h
e
 
I
w
a
k
u
r
a
 
M
i
s
s
io
n
 
i
n
 

S
w
e
d
e
n

」
に
描
か
れ
て
い
て
面
白

い
。
在
外
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
外
交
官

の
使
節
団
に
関
す
る
報
告
が
、
英

国
リ
バ
プ
ー
ル
上
陸
一
週
間
後
ま

で
無
か
っ
た
と
か
、
使
節
団
が
最

後
ま
で
訪
問
予
定
を
固
め
な
か
っ

た
た
め
だ
と
か
、
あ
る
い
は
ど
の

程
度
の
接
待
を
し
た
ら
良
い
か
決

め
か
ね
て
い
た
等
で
あ
る
。 

 

滞
在
期
間
が
短
い
割
に
は
、
実

記
は
ス
エ
ー
デ
ン
に
二
章
を
割
り

当
て
て
お
り
、
中
身
が
濃
か
っ
た

こ
と
が
判
る
。
ノ
ー
ベ
ル
の
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
の
特
許
取
得
が
一
八
六

六
年
、
エ
リ
ク
ソ
ン
が
軍
艦
を
設

実記を読む会報告 

連絡 桑名 正行 

mkuwana@nifty.com 

Tel&Fax  03-3642-9570 

英訳実記を読む会報告 

連絡 岩崎洋三 

y-iwasaki@isr.or.jp 

Tel &Fax  03-3488-0532   

ナポリ市海岸通りの風景 

（『実記』） 
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 計
す
る
傍
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ

プ
ー
ル
～
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
間
鉄

道
用
の
機
関
車
コ
ン
ペ
にN

o
v
e
l
t
y

号
を
出
品
し
、
採
用
は
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
最
速
で
注
目
さ

れ
た
、
な
ど
、
当
時
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
小
国
の
割
に
は
想
像
以
上

に
工
業
化
が
進
ん
で
い
た
。 

 

例
に
よ
っ
て
博
物
館
、
工
場
、

海
軍
ド
ッ
ク
、
王
宮
、
劇
場
、
羅

紗
製
造
場
、
小
学
校
、
チ
ー
ズ
製

造
所
な
ど
を
忙
し
く
見
学
、
訪
問

し
た
が
、
マ
ッ
チ
工
場
に
格
別
の

興
味
を
示
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

が
安
全
マ
ッ
チ
の
先
進
国
で
、
当

時
日
本
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
た
た

め
ら
し
い
。
（
文
責
）
岩
崎 

洋
三 

■
第
六
十
七
回 

 

一
月
十
五
日
、
出
席
六
名
、
第

四
十
四
章
パ
リ
市
そ
の
三
。 

 

四
日
間
に
亘
っ
て
訪
問
し
た

ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
、

ビ
ュ
ッ
ト
・
シ
ョ
ー
モ
ン
公
園
、

ワ
リ
コ
レ
鉄
工
所
、
セ
ー
ブ
ル
製

陶
所
に
関
す
る
英
文
十
七
頁
に
及

ぶ
参
観
記
で
あ
る
。
こ
れ
を
数
名

で
順
番
に
二
時
間
半
内
で
誤
訳
な

ど
の
中
身
を
精
査
し
な
が
ら
朗
読

す
る
に
は
、
相
当
の
ス
ピ
ー
ド
と

事
前
準
備
が
要
る
。
大
急
ぎ
で
朗

読
す
る
た
め
充
分
に
吟
味
出
来
な

い
所
も
あ
っ
た
が
、
英
語
版
注
記

と
原
文
、
口
語
版
を
参
照
し
な
が

ら
何
と
か
終
え
た
。
そ
の
過
程
で

特
記
に
値
す
る
と
思
わ
れ
た
点
を

幾
つ
か
挙
げ
る
。 

一
．
十
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
近

現
代
史
の
勉
強
と
共
に
、
久
米
が

屢
々
引
用
す
る
中
国
古
代
史
故
事

に
伴
う
「
恵
而
不
費
」
「
勧
奨
恵

恤
」
等
の
熟
語
、
成
句
及
び
そ
れ

ら
の
英
訳
語
を
学
習
し
た
。 

二
．
内
容
は
単
な
る
観
光
案
内
で

は
な
く
英
仏
工
芸
技
術
発
展
の
相

違
点
又
は
労
働
権
の
確
立
な
ど
西

欧
の
社
会
、
政
治
、
経
済
、
技
術

各
分
野
の
比
較
文
化
論
的
な
考
察

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

三
．
難
し
い
原
文
か
ら
の
英
訳
に

つ
い
て
は
、
サ
ン
ク
ル
ー
の
古
城

の
址
「
尽
ク
烏
有
ト
ナ
リ
」
は
… 

 

t
h
e
 
c
h
a
t
e
au

 
w
a
s
 
gu
t
t
e
d
 
by
 

f
i
r
e

…a
n
d
 
s
i
m
pl
y
 
b
e
e
n
 
a
b
a
n-

d
o
n
e
d
 
t
o
 
t
h
e
 
r
o
o
k
s

と
、
日
本

語
か
ら
の
妙
訳
と
な
り
、
ま
た
、

原
文
中
の
「
画
龍
ノ
一
睛
」
は
英

文
の
注
記
で
関
連
す
る
中
国
の
故

事
を
紹
介
。
「
最
終
仕
上
げ
」=

 

t
h
e
 
f
i
n
i
s
h
i
n
g
 
t
o
u
c
h

の
同
義
語

と
解
説
さ
れ
、t

h
e
 
p
u
p
il

 
in
 

t
h
e
 
e
y
e
 
o
f
 
a
 
p
a
i
n
t
e
d
 
d
r
a
g
o
n
 

と
直
訳
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
  
(

文
責
）
岡
部
国
雄 

■
第
六
十
八
回 

 

二
月
十
九
日
、
出
席
五
名
、
第

四
十
五
章
パ
リ
市
そ
の
四
。 

 

パ
リ
近
郊
の
サ
ン
シ
ー
ル
士
官

学
校
、
モ
ン
・
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ン
砲

台
、
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
城
を
訪
問

し
、
教
練
、
剣
術
、
射
撃
、
調
馬

な
ど
の
訓
練
の
様
子
を
見
て
感
想

を
述
べ
て
い
る
。
屋
内
に
あ
る
調

馬
場
も
珍
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
駐

屯
所
の
パ
ン
の
製
造
工
程
を
具
さ

に
見
学
し
、
詳
述
し
て
い
る
。
わ

が
国
で
も
稲
の
代
わ
り
に
小
麦
粉

を
生
産
し
輸
出
す
る
よ
う
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
の
都

市
計
画
で
整
備
さ
れ
た
パ
リ
市
の

下
水
シ
ス
テ
ム
の
見
学
を
し
て
構

想
の
雄
大
さ
に
感
心
す
る
一
方
、

排
水
路
の
中
の
穢
気
に
は
閉
口
し

て
い
る
。 

 

久
米
の
原
文
に
は
漢
語
や
比
喩

を
使
っ
た
言
い
回
し
表
現
が
多

い
。
英
訳
『
実
記
』
で
は
英
語
圏

の
人
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
部
分
は
意
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
中
に
は
工
夫
さ
れ
た
名

訳
が
あ
る
が
、
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
伝
え
よ
う
と
、
意
味
の
通
じ

る
限
り
直
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
章
で
も
パ
リ
の
排
水

溝
の
説
明
で 

｢
軸
ヲ
砕
ク
雨
中
タ

リ｣
 

の
表
現
が
そ
の
ま
ま
直
訳
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
で
も
激
し
い
雨

の
意
が
伝
わ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
久
米
が
言
い
た
か
っ
た
の
は 

｢

車
軸
を
流
す(

下
す)

｣
 

大
雨
の
こ

と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
も
英
文

対
比
で
読
む
面
白
さ
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
(

文
責
） 

小
林 

養
丈 

 

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て･

聞
い
て
・
語
る
会 

 

大
阪
弥
生
会
館

に
て
、
泉
三
郎
氏

を
交
え
て
、
第
一

回
・
米
国
編
（
十

一
月
二
十
二
日
）

第
二
回
・
英
国
、

仏
蘭
西
編
（
一
月

二
十
四
日
）
、
第

三
回
・
独
逸
、
欧

州
諸
国
、
亜
細
亜

編
（
三
月
七
日
）

を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
そ
の
時
歴
史
が
動
い

た
」
の
『
岩
倉
使
節
団 

世
界
一

周
の
旅
―
明
治
の
日
本
・
世
界
と

出
会
う
』
放
映
直
後
と
な
っ
た
第

二
回
は
、
三
十
二
名
の
参
加
と

な
っ
た
。
一
行
が
取
り
込
詐
欺
に

あ
い
、
各
人
の
俸
給
や
公
的
資
金

が
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
も
番
組
で

と
り
あ
げ
ら
れ
、
参
加
者
の
関
心

が
大
き
か
っ
た
。 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
詐
欺
に
あ
っ
た
使

節
団
員
に
つ
い
て
、
現
地
留
学
生

に
よ
る
狂
歌
の
洒
脱
が
参
加
者
に

一
層
の
興
味
を
掻
き
立
て
、
使
節

団
員
の
被
害
か
ら
明
治
初
期
の
政

府
高
官
の
俸
給
体
系
の
考
え
方
に

関
し
て
ま
で
話
題
が
広
が
っ
た
。 

 

 

フ
ラ
ン
ス
は
農
業
中
心
の
国
で

あ
る
が
英
国
の
よ
う
な
工
業
国
に

劣
ら
ず
、
パ
リ
の
華
や
か
さ
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
国
富
の
相
当
な
蓄

積
が
出
来
た
こ
と
へ
の
質
問
が

あ
っ
た
が
、
革
命
に
よ
る
農
地
解

放
で
農
業
生
産
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
以
外
に
も
、
工
芸
品
な
ど
の
付

加
価
値
の
高
い
軽
工
業
で
成
果
を

挙
げ
た
た
め
で
あ
る
と
の
泉
代
表

の
説
明
が
あ
り
、
納
得
し
た
。 

 

ま
た
、
少
し
前
ま
で
攘
夷
を
唱

え
て
い
た
筈
な
の
に
、
維
新
直
後

に
多
く
の
日
本
人
が
欧
州
各
地
に

留
学
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
仏

教
界
の
人
々
ま
で
広
が
っ
て
い
た

こ
と
、
パ
リ
で
は
旧
幕
臣
の
人
材

が
図
ら
ず
も
集
合
し
て
研
鑽
し
て

い
る
状
況
を
知
り
、
奥
行
き
の
深

さ
と
柔
軟
性
、
開
放
性
に
驚
い

て
、
新
た
め
て
明
治
を
見
直
し
た

と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
。 

 

第
三
回
の
最
後
に
、
泉
氏
か

ら
、
留
学
生
を
含
む
メ
ン
バ
ー
お

よ
び
海
外
で
会
っ
た
人
々
の
静
止

画
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
編
）
で
一
人

ず
つ
説
明
が
あ
っ
た
。
人
物
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
か
ら
の
切
り
口
で
米
欧

亜
回
覧
を
観
る
こ
と
が
非
常
に
新

鮮
で
か
つ
米
欧
回
覧
の
意
義
が
よ

く
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
大
い
に
興

味
を
引
い
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
難
波
康
煕 

ＤＶＤを見て・聞いて・語る会 

（１月24日・大阪弥生会館） 

シャトー・サンクルーの廃墟 

（『実記』） 

関西支部報告 

連絡 難波 康煕 

namba@jttk.zaq.ne.jp 



米欧亜回覧ニュース（季刊） 2009年（平成21年）3月30日 （8） 

 

 
 

編
集
後
記 

◇
今
回
の
部
会
報
告
は
通
常
の

ス
ペ
ー
ス
で
は
収
容
で
き
な
い

充
実
し
た
も
の
と
な
り
、
一
部
を

四
・
五
頁
に
特
集
と
し
て
掲
載
し

ま
し
た
。
四
月
で
創
立
十
三
年
と

な
る
当
会
を
支
え
て
き
た
の
が

実
記
を
読
む
会
を
始
め
と
す
る

部
会
活
動
の
蓄
積
で
す
。
特
集
で

は
、
使
節
団
や
『
実
記
』
に
関
す

る
研
究
の
深
化
と
同
時
に
、
関
心

領
域
を
拡
大
さ
せ
た
質
の
高
い

部
会
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま

し
た
。 

◇
一
月
十
四
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
そ
の

時
歴
史
が
動
い
た
」
は
、
『
岩
倉

使
節
団
世
界
一
周
の
旅
―
明
治

の
日
本
・
世
界
と
出
会
う
』
で
、

使
節
団
が
全
国
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
テ
ー
マ
を
使
節
団

そ
の
も
の
か
ら
、「
女
子
留
学
生
」

（
『
明
治
の
女
子
留
学
生
』
寺
沢

龍
著
・
平
凡
社
新
書
）
や 

「
洋
行
」

（
『
洋
行
の
時
代
』
大
久
保
喬
樹

著
・
中
公
新
書
）
な
ど
に
移
し
、

そ
の
創
始
に
果
た
し
た
使
節
団

の
役
割
を
捉
え
返
す
、
読
み
や
す

い
書
籍
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
四
月
の
全
体
例
会
は
、
今
ま
で

の
質
の
高
い
活
動
の
蓄
積
を
基

盤
に
し
て
さ
ら
に
多
く
の
人
に

呼
び
か
け
る
新
趣
向
の
試
み
と

な
り
ま
す
。
ゲ
ス
ト
は
、
昴
の
人
・

谷
村
新
司
氏
、
テ
ー
マ
は
「
宇
宙
・

文
明
・
人
を
語
る
」
で
す
。
当
会

の
新
し
い
展
開
を
考
え
る
幕
開

け
に
、
多
く
の
方
々
を
お
誘
い
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

＜催し案内＞ 

2009年4月～6月の予定です 

☆４月全体例会 
  日 時：4月28日（火）18：00～21：00 

 テーマ：第１部    18：00～18：50 

     ＮＰＯ法人米欧亜回覧の会・総会  

     第２部    19：00～21：00 

     谷村新司「宇宙・文明・人を語る」会           

 ゲスト：谷村新司氏（聞き手：泉三郎氏） 

 場 所：日本プレスセンタービル 10Ｆホール 

 会 費：2,500円（同伴者、紹介者も同額） 

☆実記を読む会 

  日 時：4月 9日（木） 18:30～21:00 

     5月14日（木） 18:30～21:00 

     6月11日（木） 18:30～21:00   

 場 所：国際文化会館  

 会 費：1,000円  

☆英訳実記を読む会 

  日 時：4月16日（木） 18:30～21:00 

     5月21日（木） 18:30～21:00 

     6月18日（木） 18:30～21:00 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円  

☆歴史部会／近現代シリーズを読む会 

〔第10回〕 

  日 時：4月20日（月） 18:00～21:00 

 テーマ：『ポスト戦後社会』（吉見俊哉著） 

 報告者：永富邦雄氏☆広報メディア委員会・第８

回 

 日 時：4月14日（火） 18:00～20:00 

 テーマ：当会の新展開に向けた広報活動について 

 場 所：ｵｸﾞﾙｳﾞｨ・ｱﾝﾄﾞ・ﾒｲｻﾞｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ（株） 

         会議室（恵比寿ｶﾞｰﾃﾞﾝﾌﾟﾚｲｽﾀﾜｰ25F） 

    ＊広報、インターネットなどに興味のある方はぜひ 

      参加してください（問合せ：事務局） 

☆関西支部 

 日 時：5月23日（土） 13:30～16:30 

 テーマ：例会 

 場 所：大阪弥生会館 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさ

に「温故知新」の宝庫といえましょう。 

この素材を媒体に歴史を学び、現代の直

面する諸問題についても自由に語り合う会

です。 

会 員    趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。 

例 会   年に４回、全体例会があります。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来部会等が

あり、映像サロン・旅行会・研究会・シンポジ

ウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員

の意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、学生、仮入会希望者には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。 

事務局   「米欧亜回覧の会」 

〒112-0006 東京都文京区小日向 2-26-3 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:080-6612-1101 FAX:043-238-6690 

入会申込 

 入会申込書は事務局にあります。新規入会に際しては

入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払は郵便振込が便利です。 

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 

ホームページ 

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等 

また、書籍・ＤＶＤ案内もあります 

http//www.iwakura-mission.jp 
＊お知らせ欄も時々チェックしてください 


